
親切・丁寧、身近な相談しやすい農政局

１ 取組タイプ

家畜の飼料用米

米粉用（パン・麺等の用途）

ＷＣＳ用稲

バイオエタノール用 海外輸出用

青刈り稲・わら専用稲 等

★水田活用の直接支払交付金で８万円/10aの対象となるのは、米粉用・飼料用・ＷＣＳ用稲です。

２ 新規需要米の取組イメージ

需要者
（仲介事業者を含む）

①契 約 取組主体
（農業者等※）

②申 請

③認 定
農政局

※農業者等とは、農業者及びJA等の認定方針作成者

３ 提出していただく書類

取組計画書
（農業者等が作成）

販売等に関する
契約書

（農業者等⇔需要者）
（契約には仲介事業者を含む）

需要者等の誓約書
（需要者・仲介事業者
・委託とう精業者等）

※自家利用の取組の場合は、誓約書の提出をもって契約書の提出は不要となります。
青刈り等、子実を採らない取組については、誓約書は不要です。

農政局への提出期限は７月１日までです。

※JAの取組に参加される場合は、JAからまとめて申請されます。

４ 新規需要米の「横流れ防止」について

「改正食糧法に基づく遵守事項」
＜不正転用による不当利益防止＞

＜食糧法＞
・定められた用途以外の使用・販売を禁止。
・他の米穀と、用途ごとに別はいにするなど明確な区分管理を徹底。
・販売する場合には、紙袋等の包装及び伝票等に用途を表示。

＜米トレーサビリティ法＞
・出荷・販売する場合は記録を作成し、３年間保存。

「米トレーサビリティ法に基づく措置」
＜流通ルートの特定＞



５ 新規需要米の管理について

◎主食用品種で取り組む場合（生産、収穫及び乾燥調製を主食用米と一括で管理）

○地域単収（生産数量目標の配分に用いた単収）で当初の契約数量を面積に換算し、生産予定面積を
決めます。

○ 10/15現在の作況指数に応じ、契約数量を変更することができます。（変更後の契約数量）

○変更後の契約数量に応じて出荷します。

【参考：区分管理の例】

○主食用と収穫作業を分けて行い、その後の乾燥調製作業も区分して行うこととし、作業日誌を
記帳することで、区分管理したことを証明する。

○飼料用米について、ほ場乾燥することとし、地域の主食用米の収穫が終了してから収穫、乾燥
調製作業を行うことで区分する。

○地域単収又は農業試験場の実証単収等の客観性のある単収で当初の契約数量を面積に換算し、生
産予定面積を決めます。

○作付ほ場の全収穫量に応じて契約数量を変更します。（変更後の契約数量）

○変更後の契約数量に応じて出荷します。

【一括管理を行う際の留意事項】

・自然災害等により減少した場合は、別途確認できる書類の提出により数量変更できます。

・需要者の要望に基づいてあらかじめ指定された品種、種類、栽培方法等の取組や、不作付地
での作付など一時的な要因により通常の単収を用いることが困難なほ場での取組（特定取組）
の場合、数量の変更ができます。ただし、計画申請時に特定取組の確認が必要です。

お問い合わせ先 （ご不明な点については、下記お問い合わせ先又は地域再生協議会等にご相談下さい。 ）

中国四国農政局生産部生産振興課（需給調整担当） ０８６－２３０－４２５６
中国四国農政局津山支所（需給調整担当） ０８６８－２２－５１５１
（津山支所の管轄地域は津山市,美作市,真庭市,新庄村,鏡野町,勝央町,奈義町,新見市,久米南町,美咲町,西粟倉村です。）

※取組計画書に管理方法を記載してください。
※農業者及び需要者等は飼料用米、米粉用米等の取引に関する帳簿等を備え付ける必要があります。

・２５年産より新規需要米は原則として、一括管理方式による出荷を基本とします。

・多収性の専用品種（国の定めた１８品種）または農政局長が特に認めた品種に
ついては区分管理方式を行うこともできます。また、ＷＣＳ用稲や助成対象となっ
ていない輸出用米等は、今までどおり区分管理方式を行うことができます。

（国の定めた１８品種）

みなみゆたか、ふくひびき、タカナリ、ミズホチカラ、きたあおば、たちじょうぶ、べこごのみ、
べこあおば、夢あおば、ゆめさかり、ホシアオバ、北陸１９３号、もちだわら、モミロマン、
クサホナミ、クサノホシ、まきみずほ、モグモグあおば

◎多収性の専用品種等で取り組む場合
（生産、収穫及び乾燥調製を主食用米と区分して管理）

【区分管理を行う際の留意事項】

○出荷数量が当初契約数量の８割に満たない場合は、理由書等の提出が必要です。理由書等の内容が、
合理的な理由として認められない場合は、水田活用の直接支払交付金は交付されません。

○ふるい下米等の需要者が引き取らない米穀についても用途限定米穀ですので、「改正食糧法」に基づく
適正な管理が必要です。


